
航空機製造技術の現状と将来



200人：日本におけるボーイング従業員数

68年に及ぶ日本とのパートナーシップ

30件以上の
研究開発プロジェクト

466機：就航中のボーイング
民間旅客機

90億ドル 1年あたりのボー
イング機資金調達額

9校との大学提携、
年間STEMプログラム

プレゼンスは、パートナーシップ、大きなプラットフォームと小規模なローカルチームによって、築かれている



マルチスピード回復仮定は、
CMO 2020からほとんど変更なし

国内線
2022

リージョナル
2023

長距離線
2024

国内線市場がリードする

LCCの回復が一番早い

小型機（単通路型）の回復力

ハブが長距離線の回復をサポート

2023-2024年には2019年の水準に戻る



容量の減少にもかかわらず、パンデミック前のレベルを超える世界の航空貨物取引



製造における自動化

787 胴体製造



製造における自動化

777X 主翼外板製造



材料の種類と製造プロセス

熱硬化性樹脂、
熱可塑性樹脂、
樹脂注入

材料を活用、
net shape製造のプロセス



アカデミアとの早期技術開発



持続可能な工場のための炭素繊維リサイクル



循環性

新しい資源

廃棄(コンポスト)

製造

消費

リサイクル



航空宇宙材料の再生可能な構成要素

バイオマス

モノマー

樹脂
ポリマー
複合材料





航空機の各世代は、
前の世代よりも
20〜25％効率的



燃料節減 コスト削減 CO2削減

フリートのリニューアルにより、大幅なコスト削減と環境面でのメリットあり。3000機以上が近々入れ替え予定



製造プロセスと材料に関する大きな目標とチャンス

2030 目標

・実質ゼロ排出
・2017年比 55％の温
室効果ガス削減
・100％再生可能電力

2025年比 10％のエネルギー削減

2025年比 5％削減

・2025年比 30％廃棄物削減
・90％以上の埋め立てまたは焼却から転換
・主要な現場で可能な場合はゼロ廃棄
・2025年比 5％有害廃棄物削減



材料と製造の機会

持続可能な製品

ライフサイクル



航空機製造技術の現状と将来

航空機産業及び製造業は回復中

高速かつ高効率製造が航空機製造を可能にする

サステナビリティと環境に配慮した製造は我々の未来に欠かせない

コラボレーションと協調が我々の未来を解き放つ鍵であり続ける




